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●業績予想の修正について

2023年３月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する四半期
純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 22,300 2,430 2,660 1,850 74.86

今回修正予想（Ｂ） 26,000 2,560 5,040 3,250 131.47

増減額（Ｂ－Ａ） 3,700 130 2,380 1,400

増減率（％） 16.6 5.3 89.5 75.7

（ご参考）前期第２四半期実績
（2022年３月期第２四半期）

22,151 2,421 2,915 2,068 82.59

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 52,500 5,600 6,200 4,300 173.99

今回修正予想（Ｂ） 55,000 5,700 7,500 4,900 198.56

増減額（Ｂ－Ａ） 2,500 100 1,300 600

増減率（％） 4.8 1.8 21.0 14.0

（ご参考）前期実績
（2022年３月期）

51,214 5,508 7,368 4,817 192.50

修正の理由

（注）上記の予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
　　　今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

以　上

業績予想の修正に関するお知らせ

当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上につきましては、国内におけるレンタル業界向けの環境に配慮
した製品の売上が好調だったことや海外における北米を中心とした建設市場、鉱山市場での活発な需要が続いた影
響等により、前回発表予想を上回る見込みです。

利益面につきましても売上の増加や、円相場が大きく下落した影響等もあり、営業利益、経常利益、親会社株主に
帰属する四半期純利益ともに前回発表予想を上回る見込みです。

また、通期の連結業績予想におきましても、為替動向の不透明さはあるものの、現時点においては、売上高、営業
利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回発表予想を上回ると見込まれることから、上記の通り
連結業績予想を修正することといたしました。

2022年11月8日

最近の業績動向を踏まえ、2022年５月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせい
たします。

（コード番号 ： 6351　　東証プライム市場）
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